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別 紙 

会 議 の 経 過 
平成３０年３月１３日（火） 

午 前 ９時３０分 開議  

 

◎ 開会・開議の宣言 

○議長（泉 敏夫君） まずは、おはようございます。本日はご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 これより直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、議長において 

           ３番、濱 野 茂 樹 君 

           ５番、山 根 朝 子 君を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合は、次の号数の議席の議員にお願いします。 

 

◎ 日程第２ 議案第１１号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第２、議案第１１号 平成３０年度伊根町一般会計予算を議題とし、

これから質疑を行います。 

 なお、質疑は、慣例により、歳入全般を一区切り、歳出の１款議会費から４款衛生費までを一区

切り、５款労働費から８款土木費までを一区切り、９款消防費から１４款予備費までを一区切り、

合計４区切りとして行いますので、よろしくお願いします。 

 また、十分審議が尽くせるよう、平成３０年度全会計予算議案の質疑の回数は、事情が許す限り

制限しないということとしたいと思います。これに異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 質疑なしと認めます。平成３０年度全会計予算議案の質疑の回数は、事情

が許す限り制限しないことに決定しました。なお、十分な審議が尽くされることを期待します。 

 初めに、一般会計予算の歳入全般を対象としての質疑を行います。これから質疑を行います。何

かご質問ございませんでしょうか。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） おはようございます。それでは、私のほうから最初に質問させていただき

ます。 

 予算書の４１ページ、総務管理費の…… 

（「歳入……」の声あり） 

○１番（和田義清君） 歳入、歳入全般……ごめんなさい、失礼しました。 

○議長（泉 敏夫君） ４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） １８、１９ページなんですけれども、教育使用料、これが若干増になって

いるようなんですが、どういった根拠から増にされたのかというのをお伺いします。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 教育使用料の増の分ですけれども、筒川文化センターの使用料分を前

年度よりも約２８万ほど増額というふうに見込んでおります。これにつきましては２８年度の実績

に、プラス実績の８割程度を歳入として見込んで予算を計上いたしております。 

○議長（泉 敏夫君） ６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） ２８、２９ページの２目利子及び配当金ですが、説明では基金の運用増と

いうふうに説明を聞かせていただいたんですが、運用増になるような何かよい運用方法が考えられ

たんでしょうか。 
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○議長（泉 敏夫君） 増井会計管理者。 

○会計管理者（増井和彦君） 大谷議員の質問にお答えをさせていただきます。 

 特に例年格好の運用ではございますけれども、平成２９年度と同じような形で債権の運用、それ

から定期預金の運用という形で運用させていただく予定にしております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ５番、山根朝子君。 

○５番（山根朝子君） １９ページの商工使用料ですけれども、大西駐車場の使用料が昨年は

２００万弱だったと思うんですが、今年は４３５万円と倍ぐらいになっているんです。ここは結構、

何か路上駐車が多いとかというふうにも聞いているんですけれども、これは路上駐車を取り締まっ

て、その駐車場を活用してもらうということで、これだけ倍近い予算になっているんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 山根議員ご質問の大西駐車場が大幅に増額ということですが、昨

年度はまだ実績がございませんでしたので、あくまでも想定した予算とさせていただいておりまし

た。 

 ２９年度、今まで実績を積んできまして、大西については一定相当量の台数の駐車がございまし

たので、２９年度実績を見込んでの予算計上とさせていただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） すみません。同じく１９ページの駐車場利用料なんですが、大西駐車場使

用料、七面山駐車場使用料合わせて７６０万ぐらいの収入を見込んでおられますが、運営費のほう

で８３０万ほどかかるというふうに書いてあります。当然赤字ということに予算上なっているわけ

ですが、当初の見込みから、もうこのように赤字を覚悟されてつくったのか、その辺をお聞きした

いと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 駐車場整備に係ります駐車場の使用料の収入と歳出、必要額との

バランスのご質問でございますが、当初から迷惑駐車等を解除するというところが大きな視点で駐

車場整備をさせてきていただきました。整備の観点としては、歳入歳出とんとんになればいいなと

いうことで当初進めてまいりました。 

 今回の当初予算につきましては、歳出のほうが多いというご指摘でございますが、今後、現段階

ではマックスの歳出の経費を組んでおりますが、３０年度におきましては、管理運営上もう少しコ

ストカットができる部分があろうかというふうに考えておりますので、現在その部分を調整してお

りまして、なるべく運営費を安く上げて収支バランスがとれるように努力をしていきたいというふ

うに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ５番、山根朝子君。 

○５番（山根朝子君） ２５ページの環境衛生費補助金の再生可能エネルギー導入事業補助金です。

これは２件分予算計上されているようなんですけれども、２９年度の実績もこれぐらいあったのか

ということと、それから、これ、補助が出ますけれども、結構最初にすごくお金が要るので、どん

な様子かなとちょっと心配している、ちゃんといけるんかなというふうに心配している方もおられ

ると思うんです。ですから、取りつけられた方のお宅をちょっと拝見させてもらうとか、そういう

ふうな取り組みというのも、これからしてもらえないかなと思うんですけれども、そこら辺はどう

でしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） 歳出の部分での質疑になりますので、実際としましては歳出も伴

うものでありまして、歳出のほうに対する歳入の補助になるので、住民さんからの申請に対応でき

るような予算の計上をさせていただいております。 

 それで、議員がこの予算以外の部分での設置後の状況がどうかというところですが、蓄電のほう

も含めての補助の対象になってきますので、そういったあたりの指導といいますか、そういった助

言であったり、指導であったりをして補助を活用していただこうと考えております。 

 以上です。 
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○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 質疑ないと認めます。これで質疑を終わります。 

 続きまして、歳出１款議会費から４款衛生費を対象として質疑を行います。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 先日の全員協議会を欠席した関係で、質問の内容が少し説明があった分に

関してになるかもわかりませんが、ご了承いただきたいというふうに思います。 

 ４７ページ、地域公共交通確保維持費でございます。 

 業務委託費ということでカートの実証実験、昨年実施しました。それについて今年度も京都府と

共同して行うんだという説明がなされたというふうに思っております。これについて、もう少し具

体的な時期とか、そういった実証実験の内容を詳しく説明いただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 交通確保維持費の中の業務委託費１２５万円の件でございますが、

業務委託費として今回１２５万円を計上しております。 

 今回３０年度につきましては、京都府と伊根町とで事業費折半として京都府１２５万、伊根町

１２５万、合わせて２５０万で実証実験を行うというものでございます。これにつきまして京都府

のほうから提案をいただきまして、昨年度は実証実験を舟屋の里公園から伊根浦公園、舟屋日和と

いう形で、そこの３点を回るルートで検証をやってもらいましたが、今年度は亀山のほうまで実際

に伸ばして、どの程度の実際の乗車があるのかというような部分を再度ルートも変更しながら確認

していきたいということでございます。 

 さらには、昨年度は一応どれぐらいで料金がいいのかというようなアンケートもとりましたが、

十分な設問もできておりませんので、さらに事細かに実際にやる場合の料金設定が今後の参考に資

するための十分な聞き取りをしながら、再度の詰めの実証実験を行いたいというふうに考えておる

ところでございます。 

 それから、事業期間につきましては、現在７月から８月を実験の期間として今検討を進めており

ますが、これから予算可決後、速やかに京都府とも調整を進めながら実証実験の実施に向けて協議

を進めたいというふうに考えております。 

 さらに伊根町からの要望といたしましては、可能性はまだ微妙なところかもしれませんが、昨年

は４人乗りのゴルフカートでやっておりましたが、４人乗りではなかなか効率が悪いということも

ございますので、聞きますところによると、７人乗りのゴルフカートもあるというふうに伺ってい

ますので、できましたら、ぜひとも７人乗りのゴルフカートによる実証実験を行いたいということ

で強く要望してまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） この事業ですが、昨年も運転手の確保に非常に苦労されたというようなこ

とを聞いております。今年度実施するに当たって、スクールバスなんかでは運転手不足ということ

で乗り合いバスに変更になったりといったことを目の当たりにしたりとか聞いております。 

 運転手の確保はできているのかというところと、あと、あくまでヤマハのカートの７人乗りを今

京都府に対して要望されているという認識でいいのか、その辺の確認をお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 濱野議員のほうから運転手確保は困難ではないかというところで

すが、確かにおっしゃるとおりでございます。まだ実際に運転手確保に向けた取り組みはできてい

ないところが実際でございます。この予算ご可決いただきましたら、直ちに運転手確保については、

去年は遅目のスタートということでしたのでなかなか確保が困難でしたが、なるべく早い段階から

動いて、スムーズな運行ができるようにというふうに考えております。 

 それからもう一点、具体のゴルフカートの名称ですが、今年度もヤマハのゴルフカートで今検討

を進めておるところでございます。 

 以上です。 
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○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 同じく４７ページの活き生きまちづくり応援補助金なんですが、今年度で

３年目を迎えるということで終了されるのか、また次年度もこの事業をされるのか、また今の現在

の利用状況ですか、教えていただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 各自治会に５０万円を限度として交付する活き生きまちづくり応

援補助金でございますが、３０年度が一定最終年度というふうに伊根町のうちでは現段階では考え

ております。 

 それから、事業未実施自治会分、今回全額の１２６万円というふうに計上しております。まだま

だ活用されていないところが多うございますが、前期の活き生きまちづくり応援事業の場合は、最

終年度にたくさんご応募をいただいたということがございますので、平成３０年度最終年度に多く

の自治会から来るかもしれないということで全額を計上させていただいておるところでございます。 

 ただ、今回一定備品等については対象外としておりますことやら、地元負担も一部いただくとい

うスキームにしておりますので、前回のようにほぼ全ての自治会から来るかどうかは、少し微妙な

ところかなというふうには考えておるところでございます。 

 すみません。今１２６万円と申し上げましたが、１，２６０万円の間違いでございます。申し訳

ございません。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 先ほどは失礼しました。予算書４１ページの総務管理費の文書広報費の情

報発信事業なんですけれども、１３目の業務委託というふうに１０万円予算計上されています。 

 こちらの委託先と業務内容、それと１９目の負担金で職員研修で４万円が上がっておりますけれ

ども、この職員研修がどのような形での研修内容かというのをお示しください。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 情報発信事業のまずは１３節業務委託費の１０万円、こちらでご

ざいますが、いくくるウェブというソフトなんですが、伊根町役場の中で情報発信する上でホーム

ページを伊根町の各所管課から今スムーズにすぐにアップができるようにしております。そうする

ためのソフトでございますが、そこのカスタマイズの費用として１０万円を計上しております。 

 それから、職員研修でございますが、地域おこし協力隊、全国で組織されております会議がござ

いますので、そちらのほうで地域おこし協力隊が研修を受けるための経費を情報発信事業の部分で

計上させていただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） ４７ページの定住促進事業ですが、今年度平成３０年度は山間部に１棟整

備するということで、本庄地区というふうに聞いておるんですが、もう入居される方とかというの

ですか、決まっているのか、今現在募集をされておるのか、ちょっとお聞きしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） ４７ページ、定住促進事業の部分で、今年度は伊根地区の海版、

いわゆる海版のお試し住宅の維持管理を行う費用と山版のお試し住宅を整備する経費を盛り込ませ

ていただいております。本庄・筒川地区、山版のお試し住宅については３０年度の整備となります

ので、目途といたしましては、現段階では３１年度からの募集という予定を組んでおります。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） ７９ページの高齢者住宅除雪対策事業のほうなんですけれども、今年利用

された方が１０件とお聞きしておるんですけれども、聞くところによりますと、中にはこんな事業

があるのは知らないという方もおられるのと、それと、除雪を事業者に頼むと結構高額な負担が要

ると思うんですけれども、特に今年のように大雪になった場合は。 

 もう少し何らかほかの方法で住民さんに、特に高齢者の方に周知させるというか、そういうこと

が必要だと思うんですけれども、それと、補助率をもう少し上げてもいいんじゃないかなと思うん

ですけれども、どうでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 
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○保健福祉課長（須川清広君） 藤原議員さんの質問です。 

 除雪の補助、今年１０件分ということで、今年度につきまして例年にない大雪ということで現在

４件ほど利用をいただいております。 

 除雪ですけれども、確かに業者に頼んで、内容にもよりますけれども、高額になるということで

あります。原則３分の２の補助ということで２万円を上限にしておりますが、金額もばらつきが業

者や内容によって出てきます。今後、今すぐどうこうということもありませんけれども、状況を見

ながら検討ができるものか、ちょっと検討していきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） ４９ページの滞在型体験観光まちづくり事業ですが、結構９，６００万と

いう高額なお金を使って舟屋１棟、母屋１棟も改修されて、宿泊施設を整備するというふうにお聞

きしましたが、これは指定管理をされるのでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 滞在型体験観光まちづくり事業で、今回平成３０年度で舟屋１棟、

母屋１棟を整備して宿泊施設にリニューアルするというものでございますが、そこの運営について

ということになろうかというふうに思います。 

 当初は伊根町のほうで有限責任事業組合、これ、ＬＬＰというふうに言われておりますが、それ

らを模索しておりましたが、今回この事業を実施するに当たりまして、補助メニューといたしまし

て農泊事業が最も有効であろうというふうに判断をさせていただきました。これにつきましては、

特にこの補助メニューにつきましては国も京都府も力を入れておりまして、国のほうも昨年２９年

度は農泊に関する視察等もたくさん見えられております。こうしたこともございまして、今回農泊

事業による２分の１の補助を取りに行く予定で予算計上させていただいております。 

 この農泊事業でいくことになりますと、事業主体であります伊根町が直接管理運営をするのか、

または指定管理者制度を用いた運営にするのかという二者択一の状況となりますことから、現段階

では指定管理者制度による運営について検討を進めさせていただいておるところでございます。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 先ほどの藤原議員さんの質問で、広報の関係のちょっと答弁が漏

れておりましたんで、答弁させてもらいます。 

 例年広報のお知らせ版のほうで１２月にさせてもらっています。ちょっと今年度それが落ちてお

ったんで、ちょっと慌てて防災無線で２回ぐらい雪が降ったときにさせてもらいまして、問い合わ

せは結構あったんですけれども、実際の申請はまだそこまでいってないような状況でした。来年も

同じように１２月にお知らせ版で一回知らせまして、また補助対象になる５０センチ以上の積雪が

あったときに、また防災無線のほうで呼びかけていきたいというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） ７０、７１ページの３款民生費、社会福祉推進事業の福祉有償運送補助金

ですが、説明では利用者減となるという見込みのようなんですけれども、ここは今後増えていくだ

ろうなというふうに予想はしておったんですけれども、何か利用が減るような課題とか、問題とか

いうのが出てきているんでしょうか。把握している点があれば聞かせてください。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 福祉有償運送の減の要因としましては、私のほうで把握しておる

範囲では介護とか、医師の診断書がないと福祉有償運送は受けられないということで、介護認定を

受けた利用者が減ってきておるというふうに現場のほうからは聞いております。もう減少傾向が結

構ずっと続くようなことも聞いていますので、現場のほうからは車両の維持費等も結構負担になっ

てきておるというようなこともちょっと聞いております。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） 防災無線についてお聞きしたいと思います。 

 先日、鳥屋地区で関西電力の線が燃えるというような火災事例が深夜に起きました。私も…… 

○議長（泉 敏夫君） すみません、何ページですか。ページをお願いします。 

○７番（佐戸仁志君） ページでいうと４３ページですか。 
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○議長（泉 敏夫君） ４３、はい、どうぞ。 

○７番（佐戸仁志君） 我が家の防災無線はシャーという音が鳴っただけで何もしゃべらず、その

後、物すごく小さい音のサイレン吹鳴が聞こえてまいりまして、寝ておった妻と養老の火事ちゃう

かというような話をした次第でございます。 

 防災無線といいますと、毎日１９時１５分ごろに伊根町のお知らせが大きな声で聞こえるわけで

すが、防災無線という名目上、火災または災害のときに働かないというのが最近度々ございます。

この辺についてどう思われているのか。 

 聞いたところによりますと、古い機械が鳴らないとか、新しい機械でしたらちゃんとしゃべると

かいうのをお聞きいたしたんですが、それでは防災無線の意味がないような気がするんですが、そ

の辺についてお聞きしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいまご質問をいただきました防災行政無線の件ですが、火災のと

きのということでご質問がありましたようでしたので、私のほうからお答えをさせていただきたい

と存じます。 

 ただいまの佐戸議員からご質問がありましたように、災害時等にお知らせをする機能も兼ね備え

ております。平成２９年度では何度か台風災害による避難勧告等にも利用させていただいておりま

して、そちらのほうでは問題なく動いておりましたと考えております。また、火災時ですが、以前

にサイレンの関係で改造いたしますという説明をこちらで一度させていただいた折に、一度説明さ

せていただいておることで重複する部分もございますが、もう一度その説明をさせていただきます

と、現在、出火報につきましては宮津与謝消防組合の消防本部から発令しております。 

 伊根町のサイレンシステムを須津にあります消防本部の指令室から信号を発して、伊根町のサイ

レンを鳴らす仕組みです。従前は無線制御で消防組合から伊根町のサイレンを鳴らしてございまし

た。それが消防無線のデジタル化に伴いまして、アナログ波が免許になりませんようになりました

のでアナログ波を中止しております。その関係で伊根町の防災行政無線はデジタル波ではございま

せんので、アナログ波を使って伊根町側で消防組合の発令コンピューターシステムの中に伊根町の

防災無線を鳴らす改造をしてございます。その中に緊急時といいますか、火災時、火災時の出火報

を鳴らすためのサイレン信号が組み込まれておりますが、そのサイレン信号が今、佐戸議員のご指

摘にありましたような小さい音が事前に、直前に流れるとサイレンシステムが起動するというもの

でございます。古いタイプの受信機ですと、それはただただ受け流して、それに引き続く音声告知

も流れるんですけれども、一番新しい防災無線の受信機、黒いタイプの受信機の中の後期型なんで

す。製造年月日までは正確に、ちょっと今失念いたしましたのでお答えできないんですが、新しい

ものにつきましては、その最初の小さい信号音を雑音と、雑音といいますか、本来の放送でないも

のと感知するタイプの回路が組み込まれておりまして、雑音が入っておると次の起動が正確にしな

いおそれがあるということで、システム全体がリセットします、受信機のです。受信機のリセット

を行っておりますときに火点告知の放送が入ります。 

 ということで、最初のサイレン起動信号だけが聞こえて、新しい機械は音声告知が入らない、古

い機械は音声告知が入るというものです。消防団員の皆さんには、その際にそういうことが起こる

ので、必ずメール登録をしてくださいと、消防団員のメール登録をしていただいたら地図も一緒に

送れますというようなことを説明させていただいたように思います。現在こういう状況でございま

す。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） ということは、新しい機械には防災無線の機能にエラーが出ると。古い機

械でしたら、今までどおりしゃべるという理解でええんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 今そのように言っていただきましたとおりでございます。 

 アナログシステムにつきましては、もうメーカーのほうも再開発ですとか機能アップの更新、そ

ういったものはもう行われておりませんので、現在これを改修するということが困難な状況でござ

います。 
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 今後につきましては、サイレンの改修ですとか、そういったことも含めて総合的に今後の対策は

講じていく必要があるなというふうには思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） ４７ページです。定住促進事業の山間部のお試し住宅なんですが、もう物

件が決まっているかどうかということ。 

 それから、４９ページ、総合計画策定事業、これはどのような方法で進められるのか。７０万

６，０００円というのは非常に安いというふうに思います。 

 それから、４９ページ、滞在型観光まちづくり事業です。９，０００万というのは非常に高いと

は思うんですが、問題は、運営のノウハウを公開するということになっているんですが、運営とい

うのが極めて重要になってくると思います。今お聞きするとＬＬＰというふうな話もあるんですが、

当然どのような運営形態をとられるかというのをもう少し詳しくお聞きしたいです。 

 それと、９９ページ、不法投棄対策事業。これはごみに加えて側溝の清掃ということも説明の中

にあったかと思うんですが、どこまでの側溝の清掃をされるのか。伊根町全域を回られているのか、

ある一部のところの側溝の清掃ということを対象にされているのか。それと、今現在２名で回って

おられるのが、それで十分に対応できるのかどうかというところです。 

 それと４７ページ、地域公共交通確保維持費の分ですが、地域公共交通確保、それから生活交通

路線維持費補助金という丹海バスのほうに多分補助金として出ている分だと思うんですが、昨年、

私は一般質問の中でデマンドバスを検討したらどうかという話をしたんですが、近畿運輸局のほう

との調整をするとか、検討するという話があったんですが、そういった費用が、対策の検討費用と

いうのがどこに含まれているのかというのをお教えください。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 松山議員のほうから企画観光課に係る質問もたくさんいただきま

した。まず私のほうからご質問にお答えしたいというふうに思います。 

 まず、定住促進に係ります山版のお試し住宅の物件というところですが、今一定所有者の了解を

ほぼ内諾が得られまして、あとは具体の実際に文書による取り交わしができつつあるところまで今

いっております。なかなか実際に確認もしてきましたところ、今回整備費用に７００万ということ

でたくさんの多額の経費を上げておりますが、ちょっと中を十分検証、私の目で見させていただき

ますと、ここまでかからないかなというふうには考えております。改修のほうもなるべく安い費用

で上げられるようにというふうには考えておりますが、現段階では、物件についてはほぼ目途がつ

いたということでご理解いただければなというふうに思います。 

 それから次に、総合計画の策定についてです。７０万６，０００円を新たに計上させていただい

ております。 

 現在の第５次総合計画が平成３１年度末が最終年度となっております。これがそろそろ終期を迎

えるということで、今回の予算計上につきましては、次期計画策定の前段として住民アンケートを

まずは実施させていただくための経費を計上ということでございます。特に現在自治体の総合計画

につきましては、現時点では地方自治法が改正されましたことから策定が義務づけはされておりま

せんが、全国的にも、また京都府内でも総合計画、また名称は違うこともございますが、総合計画

にかわる計画をほとんどの自治体が計画策定しております。 

 もちろん伊根町としてもやっぱり根本の、今でいう総合計画は必要だろうというふうに判断をし

ておりまして、まずは、計画策定に当たるまでの前段としての住民アンケートの実施のための費用

だけを上げております。よって、平成３１年度には具体の動きをつくっていく必要はございますが、

それまでに計画を立てる上では、一定伊根町としてのこれを策定するための根拠条例が必要となっ

てこようかと思いますので、またこれについて議員の皆様にご審議いただき、十分な検討をしてい

ただき、総合計画の策定には進めていきたいというふうに考えております。 

 次には、滞在型体験観光まちづくり事業です。９，０００万円という非常に高い予算計上をさせ

ていただいております。 

 松山議員のほうからは運営ノウハウの公開をどのような形でと、大変重要なところだよというよ

うなご指摘をいただきました。運営ノウハウもさることながら、例えば今回素泊まりの宿を予定し
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ております。そこで、例えば帳場機能をどうするのか、リネン関係、それをどうやっていくのか。

もちろん伊根町内でもやっておられる方はいらっしゃいますが、町がそれらノウハウ、そうした部

分も含めて、経営も含めてノウハウを全て透明にして全て見せる、収支についても透明化していく

ということから、こうした事業をしたら、この程度の施設でこういう事業が展開できるんだという

部分を住民の皆様に広く知っていただいて、起業いただくためのきっかけづくり、それの参考にし

ていただければなというふうに考えております。特にもう今事業をされておる事業者の方もいらっ

しゃいますが、伊根町が今までやってきた、積み上げてきた成果を皆様方に広く周知することで、

いろいろな法的条件のクリアについても教示させていただくことができるんではないかなというふ

うに考えておるところでございます。 

 最後に、公共交通の関係で丹海バスについてでございます。 

 議員の皆様方からも運転手、例えば丹海バスさんでもなかなか運転手の確保に苦慮されていると

いうようなことを知っておられる方がほとんどだというふうに思いますが、確かに運転手確保、大

変厳しいというふうに私どもも聞かせていただいております。 

 そうした中で、デマンドバスの検討ということも過去に一般質問に回答もさせていただいたとこ

ろですが、丹海バスのような路線バス、診療所の高齢者の足の確保、観光客が宮津橋立からこちら

に路線バスで来られた後の町なかでの足の確保について、たくさんの町内の移動手段については検

討する必要があると考えております。 

 今回平成３０年度については、予算上はそうしたそれを検討していくための予算は計上はされて

おりませんが、町長のほうからも所管課のほうで、また伊根町全体として交通体系全体を十分体制

づくりを検討していくというふうに強い指示も受けておりますので、３０年度にはそうした部分を

総合的な検討を進めていって、なるべく早い段階で町内の移動する足の確保、総合的に効果的で効

率的な足の確保に向けて取り組みを進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） それでは、私のほうからは９９ページの不法投棄対策事業につい

てお答えさせていただきます。 

 このきっかけは、美しいまちづくりというところが大きなきっかけで不法投棄、町内全域回って

おります。曜日指定でパトロール等を行っていますので、雨の日でしたら側溝に落ち葉等が詰まっ

ていると、どうしても側溝から水があふれるような状況があります。そういったときに側溝のほう

をきれいにしていただいております。災害の予防、防止も兼ねております。主には町の管理する道

路、町道になりますが、どこまでいっても美しいまちに向けての取り組みでありますので、細かな

線引きすることなく、パトロール中気づいたごみがあったら回収していただくようにしております。 

 この現行体制で十分か不十分かというところですが、３０年度につきましては、週で０．５とい

いますか、隔週で１日多く出てもらうように検討しております。２９年度では災害のときのごみの

回収等もしていただいたこともあったり、今回のように雪が多く積もりますと、なかなか回収がで

きない。雪が解けた後非常に目につく、そういったこともありまして、なかなか思うような日程で

進みませんが、現行週０．５といいますか、２週間で１日増やしたことでどこまで美しいまちとし

ていけるかを見極めて、また今後検討したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） 本当になかなか苦しい答弁をありがとうございました。 

 もう一つだけちょっとお伺いしますけれども、監修に関する費用なんですが、今日積算の内訳書

というのをいただいたんですが、技師長と言われる方が６万４００円ですね、１日。技師Ａとされ

る方が４万５，５００円というふうな積算をされておるんですが、この対象となる方というのは何

か国家資格等々を持っていらっしゃるのか。 

 それと、これだけの金額というのは、どこを、何を根拠にされて６万４００円というものが出さ

れたかというのをお教えください。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 



9 

○企画観光課長（上山富夫君） 松山議員のご質問ですが、それぞれの単価につきましては、国の

定める単価を基準として入れて算定させていただいております。 

 また、資格を持っているのかどうかというような部分につきましては、後ほど休憩を挟んだ後、

再度勉強させていただいて答弁させていただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書４５ページの２款総務費の６目企画費の開発審議会費のほうで、非

常勤の報酬と費用弁償のほうで７万５，０００円上がっておりますけれども、これの審議されてい

る内容とメンバー構成を教えていただけませんか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 和田議員からのご質問、開発審議会に係る詳細説明をということ

でございますが、これにつきましては、発生した案件があったときに開催するという経費でござい

まして、棚計上という形の予算計上でございます。 

 この対象につきましては、１ｈａ以上の開発があった案件があれば開催をさせていただくという

ものでございます。 

 なお、委員構成でございますが、うちのほうの伊根町開発行為に関する要綱第２７条のほうに、

町議会の議員様が４名、町農業委員会の委員が４名、学識経験者５名という構成にはなってござい

ます。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） ７７ページの老人クラブ指導員設置事業補助金なんですけれども、私の地

元の老人クラブも１０年以上休会となっているわけなんですけれども、その中で指導員が設置され

ておるんですけれども、どんな方がその指導員となられておるのか。 

 それと、どこまでの指導をされるのか。例えばそういう休会されている老人クラブを復活さすと

いうか、どこまでの指導が行われているのか、教えていただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 老人クラブの指導員の設置事業でありますけれども、これにつき

ましては、伊根町の社会福祉協議会のほうに補助金として出しまして、社会福祉協議会の中で職員

を充てて対応していただいております。 

 単位老人クラブの活動の補助と連合会の事務的な仕事とあわせて、昨年はそこが中心になりまし

て、本庄上の地区でアンケート調査等もやっていただいております。そのような内容でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） ４９ページ、何度もすみません。滞在型観光まちづくり事業です。これの

稼働率と、それから宿泊費はどれぐらいに設定されているかということだけちょっとお教えくださ

い。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 滞在型の施設の稼働率と料金設定はどうかというご質問でござい

ます。 

 まず、現段階で想定をしております稼働率ですが、一番最初３１年度からのスタートとなります。

現段階のあくまでも想定というところですが、母屋のほうにつきましては稼働率２０％、舟屋棟の

ほうについては２５％程度で最初、低目だろうというふうに思いますが、低率で設定させて検討を

進めたいというふうに考えております。起債償還等々を考慮しますと、母屋棟は４０％、舟屋棟で

５０％程度が必要になろうかというふうに思いますが、当初からなかなか高目の設定をしますとい

ろんな不具合な点等も出てくるかもしれませんので、安全を見込んで稼働率少し低目で最初の想定

をスタートさせていただきたいというふうに考えておりまして、年度計画としては、年々少しずつ

稼働率が上がっていく計画を想定したいなというふうに考えております。 

 それから、現段階での宿泊料金の設定でございますが、母屋棟と舟屋棟と一応分けたいというふ

うに思っております。それも両方とも素泊まりだけというふうに設定をしようと考えておりますが、

素泊まりで、また母屋・舟屋棟も時期についても標準の時期、繁忙期、特定日というような形で設
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けさせていただきたいというふうに考えています。具体的な料金につきましては、一番標準的な標

準期の例えば土日が一番わかりやすいんですかね。土日と休日前、土曜日、祝日の前の日で素泊ま

り、母屋棟で１人当たり１泊１万７，０００円、それから舟屋のほうでは１人当たり３万

２，０００円程度の設定ができればというふうに現在検討を進めておるところでございます。なお、

それが標準期でございますので、繁忙期、特定日につきましては、それぞれもう少しずつ上げてい

くというふうに考えております。 

 すみません。今例えばですが、舟屋で１人当たり３万２，０００円と申し上げましたが、２名使

用で１人当たり３万２，０００円というふうに想定をしておりまして、それが例えば最大、舟屋棟

でしたら、６名が泊まれるような設計をしつつありますので、６名の場合でしたら、それが１人当

たり１万６，０００円、約半分で６万円になるというような料金設定でどうかなというふうに今検

討を進めているところです。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） すみません。その母屋の１万６，０００円というのは、これはたくさん泊

まっても１人１万６，０００円ということでよろしいんですか。 

 それと、舟屋のほうも６名泊まって１万幾らになってしまうと、ちょっと心配するのは、民間で

今素泊まりのところをどんどんつくっていかれる、あるいは５軒今度増えていくというふうな話の

中で余り近い金額を設定されたらと思うんですが、このあたりというのはこの計画をしてくださっ

たコンサルの方が全部設定された金額になるのか、伊根町との合意の中で、協議の中で決められた

ことなのか、その辺も含めてちょっとお答えをお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） まずは舟屋と母屋とどちらとも人数が、宿泊客が１棟貸しですの

で、多くなればどちらも金額が下がるというような設定を考えております。 

 これらの設定をどうして検討しているのかということですが、コンサルからもいろんな意見を聞

きながらですが、伊根町として全国的にあるいろんな宿泊施設等の状況も確認をしながら設定、ど

れぐらいの事業費を使ったというような施設の状況も、現地には行ってございませんが、ネット等

やら確認をする上で調整をした上で伊根町のほうで最終設定というふうに、現段階の想定ですが、

伊根町のほうで設定していきたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） ということは、民業の圧迫にはならないという、そこが一番重要かなと思

うんです。我々議員研修で津和野に行ったときには、５，０００万の改修費で、泊まるときは１人

頭２万５，０００円というふうな設定を多分されていましたね。下が大理石とかありましたけれど

も。それから比べると若干安いのかなという気がするんですが、その辺も考慮されての話だと思う

んですが、できるだけ５棟今度新たに建てていこうとする若い方がそういうことを始められるに当

たって圧迫ができるだけないようにということを、稼働率も、ですからもっと落としてもいいんじ

ゃないかなというふうに思いますけれども、高くで。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 松山議員おっしゃいますとおり、今、伊根町のほうにも新たな宿

泊施設がしたいんだけれども、やっていきたいんだけれどもというご相談を今伺いつつあるところ

でございますので、そのあたり等は、民業圧迫のないように十分そのあたりはわきまえながら事業

がうまくいくようにスキームを考えていきたいと考えております。ありがとうございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 先ほどの宿泊料金については、管理の方法によって多分金額も変わってき

たり、稼働率についても目標は変わってくるというふうに考えるべきであろうなというふうに思い

ます。民間が指定管理者になれば、当然ながら収益を上げるために自分たちでそのあたりを考えて

設定していくでしょうしというふうに思います。 

 選挙費についてお伺いしたいというふうに思います。ページのほうが６１ページですか。 

 まず、４月早々に知事選挙、そして１１月には我々の選挙、来年には府議会議員の選挙というふ
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うに選挙が続く年でございます。直近の衆議院選挙、また府議補欠選挙において投票率の低下が、

その前の選挙と比べてもちょっと下がってきているように見受けられます。このあたりについて、

投票所まで行きたいんだけれども、天候が悪かったりということもあろうかと思います。ただ、な

かなかお年寄りの方、寺領の方であれば野村の公民館ですか、そちらのほうまで歩いてなり車で行

く形になりますよね。 

 そこでなんですが、投票率向上に向けて移動支援、移動投票所の取り組みなんかも検討はされて

いるのかどうか。また、投票率向上に向けた他の取り組み、いつもと違う取り組みを何か考えてお

られるのかどうか、その辺についてお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま選挙費でご質問いただきました投票率向上の取り組みでござ

います。 

 現在、この予算の中では従来と異なったものは計上してございません。移動支援に関しては投票

所の統合等を以前にさせていただいた折から、地域の方々と相談の上で、投票所に向かうための投

票日当日のバスの運行をさせていただきますというようなことでさせていただいた経過がございま

す。現在考えられておりますのはそのところでございます。また、京都府内の他の選挙管理委員会

で行われておること、京都府外の選挙管理委員会で行われておることなど、例えば投票所の総合投

票所だったでしょうか、ちょっと名前を失念して大変申しわけないんですが、本来であれば自分の

住所のありますところを担当になります投票区で、そこに１カ所投票所がございまして、そこのと

ころで投票していただくというのが本来でありますが、期日前投票所のように、どこの投票区であ

ろうと、そこへ行っていただくというような投票の方式をとることが法律上可能となっております。

その場合、例えばターミナル駅でありますとか、大きなショッピングセンターでありますとか、そ

ういったところと選挙管理委員会をオンラインでつないで投票人の方々の名簿、選挙人名簿が確認

できる状態を実現した上で広げておられるところもあるように聞かせていただいております。 

 現在のところ、システムの導入ということがまだ本町ではできかねております。経費的にもかな

りのものが要るだろうというふうには思っておりますので、１カ所でどこの投票区の方でもできる

というようなところまでは、なかなか早々に取り組むということができないかなというふうには考

えておるところでございます。 

 今ご指摘にありましたように、高齢の方などで、なかなか投票所まで足を運びにくいといった方

の声も聞かせていただいております。そういった方々に何らかの支援ができないかということは、

我々としても考えておるところでございますが、現在のところ、これといった名案が思い浮かんで

いないという状況でございます。他の選挙管理委員会の事例等を十分検討させていただきたいと考

えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ありがとうございます。島根県浜田市なんかでは移動期日前投票所の取り

組みがされておりますし、また兵庫県の神河町なんかでもされております。こちら、地方選挙にお

いては、平成２８年度から特別地方交付税の措置もされておりますので、ぜひともそういったこと

も検討いただいて、本選挙における投票率向上に向けた取り組みを進めていただきたいというふう

に思います。 

 続きまして、先ほども質問させていただきました４７ページの業務委託のカートの実証実験でご

ざいます。 

 運転手不足ということを先ほど来ずっと言われておりますが、例えば鳥取県とか、そういったあ

たりでは無人バスなんかの運行も実証実験で始めておられます。そういったことも新たな取り組み

の一つとして、京都府と共同でされるんであれば、検討課題の一つとして取り組んでいただきたい

なというふうに思います。 

 続きまして、保育費の関係でございます。町長のご英断によって３歳以上無償化ということで保

育料がなりました。 

 ただ、私、ちょっと懸念しておりますのが、平成３０年２月１６日付で保護者の皆さんへという

ことで苦情相談の窓口のお知らせというものが配布されました。これについて保護者のほうから保
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育料が無償になって非常にありがたいという声は聞いておるんですが、反面、こうした保育園の中

で保育士による行き過ぎた保育指導があってということも聞いております。これについて、今年度

無償化になって、財政的な面では非常に保護者負担は減りました。ただ、預ける気持ちとしては、

やはりこうしたことがあると、預けていても不安になるということはあろうかと思います。 

 こうした行き過ぎた保育指導について何か本年度の予算で、例えば与謝野町にありますように監

視カメラをつける、そういったことも必要になってくるんではないかなというふうに思います。そ

れについて答弁のほうをお願いしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） ただいまの行き過ぎた指導ということで質問なんですけれども、

監視カメラ等については検討はまだされていませんけれども、風通しのいい職場でお互いに注意し

合える環境ということで講師のほうをお願いして、資質の向上に努めるように研修費のほうを上げ

させていただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 風通しのいい職場ということでございますが、昨年度についても児童虐待

についての研修を受けられていますよね。そうした中でもこういったことが起きたわけですよね。

本当にそれでそういったことがクリアになるのか。この職員の方がどなたか私は存じませんが、実

際にそれでなくなるという確信がとれるのかどうか非常に疑問に思うわけであります。 

 町長は就任以来、伊根町の子供は宝だというふうにおっしゃられております。ぜひともその辺に

ついて何らかの手だてが必要だと思うんですが、いかがでしょう。 

○議長（泉 敏夫君） 吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） この保育所の件につきましては予算とは関係ありか。またこの問題につい

ては一般質問でもしていただいたら十分お伺いできるかなと思っております。 

 こういう事象が起きたことは大変つらい話でありまして、でも、それ、即監視カメラというので

は甚だ問題があろうかなと。よい保育をするということと職員を監視するということは全く相反す

るものであろうかと思っております。でありますから、こういう事態が起きたことを大きく反省し

て、それを二度と起こさない方策をやはり職員一同、また役場の職員皆一緒になって考えるという

のがまず先決であろうかと思っております。 

 とりわけ一番風通しがよくなかったのはＰＴＡの方で、ＰＴＡですか、父兄の方でしょうね、子

供さんを預けておられる方。どうも昔から子供を預けておるのに苦情を言うと、逆に子供をいじめ

られるんではないかという、そういう意識がずっとあったと思います。こういったところの払拭で

すね。そうでありますから、苦情窓口をイの一番に保育所じゃなくてもいいといって変えておりま

す。保育所の職員さんに言うんですから、その方がそうだったら具合が悪い。でありますから、当

然役場の担当課であり、それから保健師たち皆さんがそういう苦情、それからお話を聞かせていた

だきますよ。 

 また、私なんかが言っておるのは年間、毎月というわけじゃないですけれども、年度替わりぐら

いには皆さんやっぱりアンケートをとる。保育所の運営についてのいろんなアンケートをとる。そ

して、その後には自由欄を設けて皆さんのご意見を頂戴する、そういうことをずっと毎年毎年続け

ておれば、多分こういうことはなかったんではないかなと。やっぱり風通しが悪かったんじゃない

かな、そういう意味合いでの課長が申しておりますように風通しをよくする、それが大事ではない

かなと、そう思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） すみません。４７ページの丹海バスの維持費補助金だと思うんですが、

１，３３４万６，０００円。２００円バスのことだと私は理解しているんですが、この２００円バ

スの成果についてお聞きしたいのと、見ていますと、中国系の観光客の方がたくさん利用されたり、

自家用車をやめて通勤に使われておられる方もおられます。府立医大まで利用して、それからは徒

歩で岩滝の中を歩かれているというような利用の仕方をされている方もございます。 

 この２００円バスを永久的に続けるのか、それとも、もう何年か後にやめるのかというようなこ

とがありましたらお聞かせ願いたいと思います。 
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○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 丹海の路線バス、２００円バスの状況についてでございますが、

当初実証実験から入りまして、実証実験の期間、もともと当初は基準年の２倍にするまでというこ

とで目標にしておりましたが、なかなか２倍という設定が厳しかったということで、途中実証実験

の期間も延長してきたところでございます。それで、ようやく昨年１０月から本格実施ということ

で２００円バスが運行されてきております。特に丹海バスの路線バスの中身につきましては、佐戸

議員おっしゃいましたようにインバウンドの方々の乗車もたくさんおられます。また、地域の方々

の乗車もふえておるんだろうなというふうに思っておりまして、特に伊根地区の路線でいう伊根線、

それから経ヶ岬線については、伊根までの乗車率についてはたくさんいい評価を丹海からもいただ

いております。基準年のほぼ２倍に近い数値まで伊根に関連する路線についてはいっているところ

が実態でございます。他の路線に増して伊根地域の状況は良好な状況であると言えるというふうに

考えております。 

 それから、２００円バスの今後についてでございますが、もう２００円バスとなった以上、現段

階でなかなかもとに戻るということはないだろうなというふうに考えております。今後も乗って残

すという部分を十分に住民の皆様方にもＰＲさせていただいて、皆様方への極力乗車いただけるよ

う広報等をさせていただきまして、また状況も十分お伝えしながら乗車のご協力をお願いしたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 社会福祉費から予算書７５ページ、障害者地域生活支援事業についてお伺

いします。 

 こちらのほうは市町村が地域に応じて柔軟に使える事業ということでご説明のほうを受けており

ますけれども、２０節のこの中で日常生活用具給付費というのが１７１万２，０００円というふう

についておりますけれども、大体主にどういったものを支給してでの積算根拠なのか教えていただ

けますか。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 障害者地域生活支援事業の日常生活用具の給付費でありますけれ

ども、これにつきましては、障害者が利用しております電動車椅子の修繕費が主なものでなってお

ります。利用実績より積算しております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 総務費から民生費のあたりで、今回備品購入費で、教育の関係も含めてで

すけれども、備品購入でＡＥＤの購入が各部署で計上されております。 

 これについてなんですけれども、耐用年数が過ぎたという説明をいただいておりますけれども、

一括して発注されるのか、それとも各部門ごとで発注されるのか。普通で考えれば一括発注いただ

ければ、少しぐらいは下がるのかなというふうに思うんですが、その辺についていかがでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 個数をまとめて一括で見積もりをいただいて、極力安価で入るよ

うにやりたいと考えております。そのように協議しております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） ありがとうございます。異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより１０分間休憩いたします。再開を１１時からとしておりますので、よろしくお願いいた

します。休憩いたします。 

休憩 １０時４８分 

再開 １０時５８分 

○議長（泉 敏夫君） それでは、そろわれましたので再開をいたします。 

 まず最初に、答弁保留の分を上山課長のほうより申し出がありましたので、上山課長よろしくお
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願いします。上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 先ほど失礼いたしました。 

 松山議員のほうからご質問をいただいておりました部分、保留とさせていただいておりましたの

で、まずそちらのほうから答弁をさせていただきたいというふうに思います。 

 まず、その監修業務を行う者が資格を持っているのかどうかというところでございますが、伊根

町では１級建築士またインテリアコーディネーターなど、そういった一定の資格を持った者が実際

に行うということで基準を満たしているものという判断をさせていただいておりますので、３０年

度についてもそういった観点で業務を進めていきたいというふうに考えております。 

 また、３０年度の業務委託費３００万円の部分でございますが、その３００万円の範囲内で業務

委託できるように設計を組んでいきたいというふうに考えております。伊根町でそれだけの業務を

行うには必要であろうとする日数、工数を設計書に上げて入札にかけていきたいというふうに考え

ておりますので、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） はい、ありがとうございました。 

 次に、５款労働費から８款土木費を対象としての質疑を行いたいと思います。８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） １１１ページの有害鳥獣対策事業ということで、猿の生育状況調査及び個

体数調整、捕獲の実施ということの事業があるんですけれども、本庄地区にも設置された猿の檻が

稼働されていないということで、今年度は稼働するのかということと、また新たに捕獲するところ

の場所等がわかれば教えていただきたい。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 個体数調整のご質問でございます。 

 まず、現在のところ、伊根Ｄ群を対象に泊のほうで少し規模の小さい捕獲檻で捕獲を目指してお

ります。 

 あと残るのが伊根のＢ群なんですが、現在のところ、Ｂ群だけ発信機が装着できていない状況で

あります。まずはこれをつけないことには本庄地区での捕獲もしくは今本庄地区にある大型檻を、

またＢ群が一番多く集まるであろうところに設置することがなかなかできていないというのが実情

でございまして、今のところ本庄地区の檻については、まだすぐに稼働というわけにはいきません

が、まずはＢ群の発信機装着、これが一番急務となっておる状況でございまして、現在、個体数調

整につきましては、宮津Ａ群がほぼあと二、三頭で完了ということで、今回は５０頭の目標だった

のが、実際には何頭生息しておるのかというのを業務委託により確認をしたいと考えておりまして、

個体数調整の本格的な捕獲は伊根Ｄ群をまずは中心に行っていく予定としております。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） すみません。同じところの質問なんですけれども、有害対策事業のところ

で伊根町野生鳥獣被害対策実施隊員９２万円で予算計上されていますけれども、現在、何名の方が

今登録していらっしゃるのかというところと、１６節の被害防止材、１８号で被災したところで

４，７７２ｍ分、被災して倒壊したところの被害防止材を支給ということでお聞きしておるんです

けれども、ここの主な場所というか箇所がわかれば、あわせてお示しください。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） まず、実施隊の人数でございますが、３０年度につきましては現

在募集をしております。これについては、毎年公募をして猟友会員のほうから募集をして実施して

いただける方を登録しておりますので、２９年度につきまして、ちょっと詳細の数は把握しており

ませんが約１０名程度で、職員についても任命をしておりますので、地域整備課の職員を約５名毎

年任命しておりますので、総勢１５人前後の体制となる見込みでございますが、３０年度につきま

してはまだ今公募中でございますので確定がしておりません。 

 それから、侵入防止柵２段、台風災害での復旧と、また新たに防止柵を設置する２段構えで行っ

ております。台風災害については４団地あるという説明を行いましたが、主なものは、やはり本庄

上、野尻、それから本坂、このあたりがやっぱり河川の氾濫による被害ということで多い場所にな

っております。 
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○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） ただいまのことに関連してですけれども、今のところは被害がこれといっ

て聞いていないんですけれども、鹿が大変増えてきているということをお聞きしておるんですけれ

ども、今年あたりまた出てくるのかな、どうかなと思っております。 

 その中で、被害防止材の檻ですけれども、今現在はイノシシ用の檻の導入のみとなっておるんで

すけれども、今後、鹿が増えてくるということもありまして、多分柵も変えていかなあかんのでは

ないかなということも思われます。 

 それとまた先日、猿追いの研修会の中で５年で大体また倍に増えるという統計ができるのをお聞

きしたんですけれども、先ほどもありましたけれども、一昨年、猿の大型捕獲檻を設置されて、今

現在開けっ放しでそのままになって、何年かこれからも先、管理をしていかなあかんと思うんです

けれども、特許的なもので猿専用ということで、それが特許的なものをとっておるのでどうなのか

なと思うんですけれども、例えば、地元でというか町内で勝手にというか、鹿も捕獲できるような

檻に改造できるのであれば、そういうことが可能なのか。せっかく２００万ですか、２３０万だか

かけて設置してあるので、何かそういう、もう少し有効活用ができるような方法がとれたらなと、

耐用年数もまた決まっておるもので、そういうことができたらなと思っておるんですけれども、ど

うでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 鹿対策についてでございます。 

 今、本庄上にある檻につきましては、あれ、上からしか入れない地獄檻というものでございまし

て、鹿を入れようとすると飛び越えて入れないと思うので、門扉とか改修が必要となりますので、

なかなか有効活用は難しいかなと考えております。それよりは、鹿対策として新たに鹿を捕獲する

檻、これを増やすほうが有効ではないかなと考えております。 

 また、侵入防止の柵等につきましても、機能アップということでイノシシ対策から少し段数を増

やすとか、いろいろ機能アップもあると思いますので、そのあたりは団地の方と相談して、鹿対策

に向けても進めていきたいなと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） 今も申しましたけれども、改造するのは可能なんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） すみません、まだ検討しておりませんので、可能かどうか、一度

ちょっと専門家に確認はしたいと思いますが、今のところ、改造は難しいのかなという個人的な感

想です。実際に一度当たってみて確認はしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １１１ページの鳥獣被害防止対策補助金ですけれども、こちら説明の中で

は宮津Ａ群のカウント調査と猿の専門家による住民指導及び猿調査に係るＩＣＴ技術実証実験とい

うことでお伺いしております。 

 具体的なＩＣＴの実証実験の中身をご教示願います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） すみません、言葉足らずだったと思います。 

 ＩＣＴ実証実験につきましては、ほかの先進的なところで猿専門の研究所みたいなところが持っ

ておるソフト、これを活用しまして、今でしたらホームページをご覧いただきましたらわかるよう

に、猿の行動範囲はこうですよ、エクセルとかＰＤＦだけでお示ししておりますが、これを地図上

でクリックするといろんな情報が出るような、もっといろんなことに活用できるような多方面の情

報がたくさんアップできるようなフォーマットをちょっと１回実証的にやってみたいなと考えてお

ります。 

 その内容につきましては、ただいまソフトを持っておられる、そういう有害鳥獣の専門会社にち

ょっと依頼をしまして、対策協議会のほうでそういうソフトをつくりましてホームページにまたア

ップしていきたいなという内容でございまして、具体的にどんな内容かというのは、今ではまだ確

定しておりませんので言えませんが、情報量を増やした地図上のお示しできる内容としたいという
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程度でございますが、そこにいろいろな情報を載せていきたいなと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） いわゆるマッピングというやつをされていくような感じですね。 

 ＩＣＴの関係でいうと、農水省のほうでも鳥獣害を減らす取り組みのためにドローンを夜間に飛

ばして鹿やイノシシは夜間に行動しますので、それに基づいて檻を設置していく、生息域を特定し

て設置していって、ある程度の効果も出ているようでございます。そういったことを踏まえて、お

りの設置場所については検討のほうもいただきたいなというふうに思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） ドローンの夜間発進、私、存じ上げておりませんでした。いろい

ろと情報収集しまして、また参考にさせていただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） １１３ページの太鼓山風力発電所管理事業ということで、今年度は民間に

事業を委託するというような説明を前回受けたと思うんですが、その業者は決まったのかというと

ころと、あと風力発電所の管理業務ということで、町内の方数名がそこの戸を開け閉めに行ったり

とか、いろいろちょっとされておると思うんですが、民間に委託された場合、そういったものはど

うなるのか、ちょっとお聞きしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 太鼓山風力発電施設につきましては、まだヒアリングが明日ござ

います。今月中に有識者の意見を聞いて、京都府、伊根町、筒川財産区で、３社の企業から１社に

絞って４月から企画書のことについて締結をしまして、１年かけてＦＩＴ認定とか、そういう実際

に運用していくための電気を売る単価を早目に決めていただいて、３３年度ないし３４年度に新た

に企業が行えるような段取りをしていくという予定でございます。 

 その中には、地元貢献というような提案資料もございます。３社ともいろいろと日々の管理を地

元の人にお願いするとか、地元の企業にお願いするとかいう提案がございますが、企業が決まって

おりませんので、具体的な地元の管理についてまだ確定がしていないという状況でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １２１ページ、福祉センター管理運営費の中で工事請負費、福祉センター

の裏側の車庫の解体と、また後ほど教育委員会のほうでもありますように、教育委員会の倉庫の解

体というふうにお伺いしております。 

 解体後については跡地利用、これについて決まっておるのかどうかというところと、あともう一

点が１２３ページの日本で最も美しい村事業、こちらコンサートを開催されるとお伺いしました。

コンサートの開催時期と開催場所、そういった内容等がどのようなものを検討されているのかあた

りを説明いただきたいと思います。 

 また、１２５ページに景観形成事業ということで、業務委託、サイン、照明、これについての計

画をというふうに上げられております。こちら、研修のほうが昨年ありまして、私もその場に受講

というか参加して内容を聞いておりました。この照明計画の中で、その下には工事請負費で寄附の

関係で役場玄関に照明つきのサインをつけるということもお伺いしております。その照明計画に基

づいた、まだできていないですけれども照明計画を策定される段階で役場玄関の照明ができるわけ

ですよね。策定前にできるわけだと思うんですけれども、その整合といいますか、そういったあた

り検討されているかどうかお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 濱野議員から３点ご質問を受けました。 

 まず１つは、福祉センター横にございます車庫の解体、工事請負費を予算計上させていただきま

した。その跡地利用ということでございますが、現在も町のほうで管理をしておりまして、駐車場

として区画をきちっとお示しをして駐車場利用とさせていただいておりますので、まだまだ利用の

ご要望もございますので、そちらのほうの駐車場としての利用をというふうに考えております。 

 これは、また教育委員会のほうの、後からも出てきますが、解体もございますので、そちらのほ

うも十分調整をしながら、全体的には駐車場利用として考えていきたいというふうに考えておりま
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す。有料駐車場として利用したいと考えております。 

 それから、日本で最も美しい村に係りますコンサートの件でございますが、現時点ではまだ時期

等については具体的なところの詰めができておりませんが、出やすい時期にというふうには考えて

おります。また、日美全体としては、日本全国で数カ所でこのコンサートをやっていくということ

で、コンセプトとしては野外でということを言われておりますが、なかなか野外となりますと雨、

天候のこともございますので、そちらのほうについてはひょっとしたらこちらのほっと館というこ

ともあるかもしれませんが、今後、場所についても日美の事務局とも調整をつけながら検討をこれ

から進めていきたいというふうに考えております。 

 もう一点、景観形成、それからサイン、景観形成事業の中のサイン計画、照明計画と、特に照明

計画と、今度、予算上では役場の玄関の駐車場入り口というサインの関係ですが、１年間かかって

照明計画のほうは検討を進めていきますので、どうしても伊根町役場の玄関に立てるサインのほう

が早くなります。計画ができ上がる前となりますので、最終的な計画策定の計画ができ上がったも

のと実際に駐車場入り口のサインとが整合性がとれるかというとなかなか厳しいかもしれませんが、

十分、照明づくりの検討をしていく、その状況も踏まえながら、できる限りそれに沿った形で設置

ができればというふうには考えておりますが、完全に整合ができるかと言われますと、なかなか厳

しいものがあるかもしれません。 

 以上でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ５番、山根朝子君。 

○５番（山根朝子君） １２１ページの広域観光のところですけれども、一番最後に、世界で最も

美しい湾クラブですけれども、４万５，０００円でこれは会費か何かかなと思うんですけれども、

美しい村連合のほうは何かいろんな活動もされているとわかるんですが、湾クラブのほうはどうい

うふうなことをされていて、伊根町にどういうメリットというか、そういうものがあるのかという

のをちょっとお示しいただきたいのと、あと、すみません、１２７ページの観光総務管理費の

１３業務委託のところで、ちょっと私の聞き間違えかもしれまんが、ゴールデンウイークとか夏休

みに伊根小のグラウンドを駐車場にして活用すると。警備員さんもつけるというふうにあったと思

うんですけれども、これは、この期間というのは、でも放課後児童クラブの子供たちは伊根小のグ

ラウンドもちょっと活用というか、使っているんじゃないかなと思うのと、それと、駐車場にする

んだったら駐車料金というのも発生すると思うんですけれども、警備員さんが駐車料金をいただく

ようなことになるのか、ちょっとそこら辺を教えてください。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 山根議員から２点について質問をいただきました。 

 まず、広域観光の部分で湾クラブ４万５，０００円の予算計上でございますが、湾クラブについ

ては、宮津湾、伊根湾と一緒になって世界で最も美しい湾クラブに参画をしております。 

 これにつきましては、宮津市と伊根湾とともにということで強い宮津市からのアプローチもいた

だきまして、伊根町も加盟するというところで今加盟させていただきまして、この４万

５，０００円につきましては、世界レベル、世界組織への上納金といった形の経費になってござい

まして、具体的には、伊根町としては実際の事業展開は伊根町のほうではできていないところが実

態でございます。 

 宮津市さんでは、一部独自の事業もされているということをお伺いしておりますが、伊根町とし

ては直接的にはなかなか湾クラブとしての事業は行えていないというところです。 

 ただ、世界的、全国的な湾クラブに加盟することによって、一定、宮津湾、伊根湾ということで

チラシ、パンフレット等には掲載されておりますので、一定のその部分でのＰＲはできているのか

なというふうに考えているところでございます。 

 それから、もう一点、ゴールデンウイーク中に伊根小学校のグラウンドを駐車場にということで

予算計上させていただいております。こちらにつきましては、一定、教育委員会とも連携をとりな

がら計画を進めてまいりました。実際には、交通整理員、誘導員を置きますのと別に、料金徴収は

別に臨時でアルバイトの方々を公募させていただいてというふうには考えております。 

 ただ、放課後児童クラブは大丈夫かというご質問がございましたので、こちらについては所管課
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と十分に協議を進めながら安全を第一に考えていきながら運営をと思っております。 

 最後に、料金のことですが、正規にはなかなか取りづろうございますので、協力金といった形で

現段階では１台終日３００円程度を協力金としていただきたいという形で事業展開を考えていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 先ほどの関連で、小学校のグラウンドをゴールデンウイーク中というふう

に説明いただきました。 

 ゴールデンウイーク、２回に分かれると思うんですけれども、２８から５月６日までされるのか、

そうではなくて、５月３日から６日までされるのか、積算に当たって、恐らくその日程も決めてお

られると思います。その辺お伺いしたいのと、あと昨年は鳥屋地区については実証実験という形で

警備員を配置された形があったと思うんですが、そういったこともこの費用に含まれるのか、今年

については、それについてはされないという理解でいいのか、その辺の説明を求めます。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） ゴールデンウイーク中の日程でございますが、現段階で予算上は

トータル７日間ということで今設定を考えております。交通誘導員については、今回、予算計上上、

５名ということで予算計上させていただきましたので、一定、鳥屋への配慮もできるのではないか

なというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 関連質問ですけれども、先ほどゴールデンウイーク時に伊根小学校の駐車

場を終日３００円なんでしょうか。それだったら、大西にとめる方が１日とめた場合、

２，０００円超えてなると思うんですけれども、その整合性が何かとれんような気がするんですが、

何かそこへゴールデンウイーク中にちょっとその駐車場がすぐにいっぱいになって、料金所のほう

が、とめる方の人との何かそんなふうな気がするんですが、その辺いかがですか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 現段階では、終日３００円というふうに考えておりますが、朝、

例えば９時にするのか１０時にするのか、開門、開場時間とそれから閉門時間を５時にするのか、

４時がいいのか、そのあたりは有料の駐車場、伊根町への駐車場の状況も勘案しながら、今後、詳

細を詰めていきたいというふうに考えておりますが、夜間についてはもちろん出ていっていただく

という対応を考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） １１９ページの漁港海岸保全施設整備事業ですが、本年度も１億円を超え

る予算をつけていただきまして順調に進むものと思っておりますが、去年あたりから水深の浅いと

ころを進むようになりまして、工事がぐっと進んできたように思うんですが、今後の見通し、今の

ペースでいくとどのぐらいで日出湾、小坪湾までが完成するのか、少しお聞きしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 海岸保全事業の進捗計画でございます。 

 海岸保全事業につきましては、現在のところ、西平田地区の終わりまでを実際の詳細計画によっ

て計画的に行うということにしております。 

 当初の計画時点では、これが、ちょっと詳細あれですけれども、３２年度ぐらいまでの５カ年計

画の中でかもめ、もしくはもう少し先の集会所の駐車場、西平田区の駐車場、あのあたりまでを区

域決定しておりますので、それ以降については、まだ詳細調査もできておりません。したがいまし

て、日出までとなるとさらに延長が長くなりますので、これ、大分１０年ほど前の計画でも伊根全

体で何年かかるんだというご質問をいただきましたが、調査をしておりませんし、また国の予算の

つき具合でもわかりませんので、総事業費も出ておりませんが、相当の年数がかかるという回答し

かできません。 

 平田地区につきましては、ここ３年ないし４年の間で完了させたいという計画にしておるという
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状況でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） １２３ページの海水浴場清掃・入込調査業務なんですけれども、昔私たち、

小さいころは大変海水浴客も多かったわけですけれども、近年になって減ってきています。 

 入込調査するのはどういう方法でやられているのか、また、近年海水浴客の動向はどんなふうに

なっているのか教えていただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 海水浴場清掃・入込調査業務についてですが、町内の方に委託を

させていただきまして、泊海水浴場、本庄浜海水浴場、それぞれ清掃業務、入込調査を行っていた

だいております。 

 調査の内容につきましては、具体的に日報のようなものを出していただいておりまして、それで

日々のおおよその海水浴客のカウントを伊根町のほうに提出をしていただいて調査を行っていると

ころでございます。 

 動向につきましては、ここのところ、近年はずっと、大分以前には相当客も多うございましたが、

ここ数年はずっと横ばい程度の状況が続いているものというふうに認識をしております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書１１３ページの林業費のところの２目の林道費のところなんですけ

れども、林道管理事業のほうで約１２０万弱の増で１９路線の２万８，２６２ｍということでお聞

きしております。 

 そのご説明の中で福之内の新たに林道とする道路新設のところで、豊かな森を育てる交付税の活

用という説明を聞いていますけれども、これは道路新設のときのみが、この豊かな森を育てる、こ

ちらのほうの交付税の対象となるのかをちょっとお聞かせ願いたいんですが。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 豊かな森を育てる府民税市町村交付金でございます。京都府の森

林環境保全への配分で、毎年伊根町には定額として１９５万円いただいております。これの利用に

つきましては、林業の推進、もしくは林道の改良ということで維持管理には使用できませんので、

今回、福之内から林道の亀山線といいまして太鼓山につながる林道ですが、この区間が１５０ｍ程

度つながっておりませんでしたので、この事業を活用して、完了するまではこの交付金を充てて開

通させたいということで毎年２００万円程度の工事を実施しております。 

 この後につきましては、林道の改良工事、予定箇所ございませんので、あとは林業振興のほうで

また何かといろいろと活用していきたいと考えておりますが、あと、今年と来年ぐらいまでは林道

開設で使用していきたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 関連でお伺いします。 

 この事業は今年度で完成予定ですか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 今申し上げましたように、もう１年ないし２年、舗装まで考えて

おりますので、少なくとも３１から３２ぐらいにまではかかるかなと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書１１７ページの水産業費、漁協管理事業のほうで、今年は海づくり

が当町で開催されると、伊根漁協周辺の大浦周辺で開催されるというふうにお聞きしております。

日が決まっていましたら、時期を教えていただきたいのと、それとそのときをきっかけに周辺の美

化清掃をするということで３０万円の予算計上をされていますけれども、これもこの辺の周辺の清

掃をどれぐらいでやる予定をされておるのかをお示しください。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） まず、海づくり大会につきましては、４月に入りましてから実行

委員会が開催されまして、第１回では決定しませんので、第２回ぐらいですので、大体５月ぐらい
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にこのあたりでという日程が決まるのかなと思っております。これについては、開催町の意向も十

分聞いていただいて日程が調整されるものと考えております。 

 また、それに関連しての清掃補助金でございます。これにつきましては、今のところ、漁協伊根

支所周辺を考えておりますので、あのあたり一帯の清掃、きれいにしたいと考えております。実際

どの程度できれいになるのかわかりませんが、伊根町からはこの額しか出さないよと、最高でもこ

の額だよということで、しかしながら、実際の周辺はきれいにしてくださいということでお願いし

ていきたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） ありがとうございます。非常に観光客も多く、伊根町の中心地でもありま

すので、できれば早目に清掃していただいてきれいにした状態を今後も保っていただけるように、

ご指導願えればと思います。 

 それと、同じページで業務委託として１２０万円計上していただきまして、本庄浜の河口の浚渫

を上げていただいているのと、それと、その下の工事請負費の中で箇所のほうを説明いただいてい

るんですけれども、１つちょっと教えていただきたいんですが、本庄浜、本庄浦漁協の泊地浚渫と

いうふうにお聞きしているんです。ここは実際どこの場所になるのか、ちょっと教えていただけま

すか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 業務委託については、議員発言のとおり河口の浚渫ということで、

機械を借りて単価契約ですぐに地元のしていただきたいときに、掛かれるように年間の単価契約で

競争で１社に指定して回数分お願いするということにしております。 

 工事請負費につきましては、泊地浚渫ということで、現在、漁船が防波堤の内側に泊まっており

ます。その港内の浚渫のほうは工事請負で実施をする予定としております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １２１ページ、商工観光業振興対策事業補助金ということで、事業実施を

しやすいように、新規雇用がなくてもオーケーですよといったことや、商工会への報告については

毎年の報告はなくても大丈夫ですよということで、使いやすい補助金にされたという説明があった

と思います。 

 設備投資型の上限３００万のほうでございますけれども、こちらのほうについては、小規模事業

者については商工会への年度ごとの報告は不要、中小企業等については毎年の報告が必要と、こう

分けてあるわけですよね。それについてなぜ分けたのか、分ける必要があったのか、その辺につい

て説明をお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 濱野議員ご質問の設備投資型にはまだ規制緩和というんですか、

基準の緩和がなぜなかったのかというご質問でございますが、今までから伊根町のほうにご要望い

ただいております小規模、特にほんまに家で行うような小規模事業者からはなかなかハードルが高

いというようなことがございましたので、そこの部分をまずは考慮して、今回、制度設計を行いま

した。 

 中小企業という部分についても、伊根町もそんなに多くはございませんので、そこの要件につい

ては、一定、今までどおりの基準を残させていただいたという理由でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 中小企業等についても、基本的に書類は新たに一からつくらないといけな

いんですよね、こういった計画並びに実績報告についても。であれば、分ける必要がどこにあるの

かなと。逆に、事業創生型については分けずに、報告は不要ですよということをされていますよね。

その辺について再検討なりしていただければいいのかなと。 

 ただ、１つ気になっておりますのが、地域おこし協力隊の昨年度何回も議案で上程されましたけ

れども、ああいったことがなければいいんですが、ある可能性もあるのであれば、やっぱり商工会

なり、そういったところへの１年に１回ぐらいの報告は必要なのかなというふうに思うんですが、

その辺いかがでしょうか。 
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○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） この補助金につきましては、一定、商工会とも十分協議をさせて

いただきながら、最終的に要項の改正のほうを踏み切ったところでございます。 

 また、地域おこし協力隊についても、今ご発言をいただきました。今回、４月１日からの、この

新たな補助金の適用ということで進めさせてはいただきますが、今日ご発言いただきました内容も

踏まえ、また、確かに事業が展開していく上では、商工会の助言なども、アドバイス等もいただく

ことが必要かというふうに思いますので、そのあたりも再度、今後とも商工会とも連携をとりなが

ら、十分、制度設計について、また見直しの是非についても今後また検討していきたいというふう

に考えます。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １３３ページ、町営住宅管理事業でございます。 

 こちらについてでございますけれども、新たに大原団地が４月から供用開始になって、その方々

が地域コミュニティーにもご参加いただけるように、応募があった際には口添えをしていただいて

いるというような説明を以前いただきました。 

 ぜひ、募集要項の中に、神戸市なんかでは地域コミュニティーの参加を条件という要項を入れて

おられます。ぜひ伊根町でも地域コミュニティーへの積極的な参加というものを条件項目に入れて

いただいて、そういった住宅がある地域では草刈り等も範囲も広くございますので、ぜひそういっ

た要件のほうも入れていただきたいなと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 実際に他の自治体でもあるということでございますので、前向き

に検討してまいりたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書１２１ページの観光費の誘客対策事業についてお伺いします。 

 この事業に関しましては、これまで調査をしていなかった時期の４月から６月に関して調査動向

を行うというご説明を聞いております。 

 １３節の業務委託のところで４２万円計上されている中で、これはアンケートのまとめをすると

いうふうにお聞きしておるんですけれども、この辺のアンケート内容というか、その辺どこまで踏

み込んだ形での調査をする予定をしておるのか、もしわかればお聞きしたいんですが。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 誘客対策事業に係る業務委託の部分でございます。 

 どこまで踏み込んだ内容のというご質問でございますが、実はそんなに大きく踏み込んだところ

まではアンケートをとってはございません。今回、その場で聞き取りしても、なかなか回答がいた

だけないということで、今実施を行っておりますのは観光案内所等で、例えば舟屋の里ですとか、

丹海の遊覧船、日出駅あたりでアンケート用紙を配布させていただいて、それに返信用封筒をつけ

させていただいて、伊根町へ来たばかりの方もいらっしゃいますので、伊根町を回っていただいて、

一旦お帰りになってからしっかりと伊根町の内容を吟味して書いていただくというような動向調査

を今行っております。 

 返ってきております内容については、その場ではなかなか自由意見欄等の記述がしにくうござい

ますが、やっぱりじっくり一旦自宅へ帰ってからアンケートを書いていただくということで、結構

細かな自由記述の意見などもございますので、そのあたり今後の参考にさせていただきながら福知

山公立大学の取りまとめ結果、一緒に取りまとめをするんですが、一緒にその結果を見ながら今後

の観光振興につなげていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 今ご説明していただいたのはインバウンドというか、外国人観光客に対し

ても同様の調査を行うということでよろしいですか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 
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○企画観光課長（上山富夫君） ただいま申し上げました部分については、あくまで国内の方だけ

でいかせてもらっています。 

 インバウンドが増えてきておりますので、こちらのほうにつきましては、観光協会の観光案内所

への来客人数等々を今までから国内、国外に分けた調査もいただいておりますので、それで来てい

ただいた国籍を確認しておる程度の内容でございます。 

 外国については以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） １２１ページの誘客対策事業なんですが、伊根花火補助金として伊根町は

商工会に２００万円を出されております。 

 一般質問でも言わせていただきましたが、駐車場が平田地区にないということもありまして、現

在、伊根町役場周辺の駐車場、それから定時制のグラウンドでしたかを駐車場にして平田まで花火

見学の方々が歩いていくような状況になっております。 

 前も言いましたけれども、夜遅くまで人が家の周りを歩くということが、物すごく私は気色悪く

思いまして、できれば伊根町もお金を出すんですし、もちろん口も出されると思います。役場駐車

場あたりから平田まで伊根のバスを利用して、シャトルバスとして極力人が夜遅くまで家の周りを

歩いたりしないようにしていただきたいと思うんですが、その辺はどうでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 伊根花火２００万円に係る質問でございますが、あくまでも伊根

町としては、伊根花火実行委員会のほうに２００万円の補助を出していただいております。 

 口も出すんだろうというお話ですが、こういった議会ですとか、それから伊根町へ直接あったご

意見等は伊根町の役場でまとめて実行委員会で反映ができるように一定話はさせていただいており

ます。 

 今回、佐戸議員からご提案がありました内容につきましては、今までから実行委員会の中で議論

があるところですので、今後もこうしたご意見を頂戴しておるということは実行委員会の中で話を

させていただいて、皆さんで、実行委員会全体で議論を進めていき、よりよい伊根花火になるよう、

より皆様方に喜んでいただけるような花火大会にできればなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） １３１ページの道路除雪事業に関してなんですけれども、町道はもちろん

のことだと思うんですけれども、各公民館などの除雪等々というのはどのようになっているのかち

ょっとお聞きしたいんですが。例えば、筒川文化センターのところは玄関の奥まで除雪がなされて

いなくて、先日ボランティアのほうの立ち上げを行おうということで、たくさんの方が研修で来ら

れたんですが、急遽、区長さんが自分の除雪機を使って玄関のところまで除雪したという話がある

んですが、その辺をどこまで文化センターあるいは公民館という扱いにされているかというのをち

ょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） すみません。まず町道について説明させていただきます。 

 伊根町道として除雪しますのは町道それから一部林道、もしくは道路に付随するところというこ

とで、そこをまずは中心的に除雪をしております。それが終わった後にいろいろな観光施設なり、

各公共施設などは、そちらのほうの依頼があって行くということで、最優先は道路ということにな

っておりますので、それ以降のここもしてほしいと言われても、年度当初にある程度要望を聞いて

おかないと、急には対応できないというのが実情でございます。 

 小中学校等公共施設については、各施設で毎年教育委員会さんとかも除雪会議とかに同席してい

ただいて、お願いしていただいて、そうなら道路の後に一緒にやりましょうというような話もでき

ておりますので、今回、筒川文化センターについては、当初から予定が入っておりませんので、急

遽何かイベントがあるということで、そのために除雪をしたのかなと思っております。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 同じく、道路除雪事業についての質問をさせていただきます。 
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 今年は、結構、積雪量が多かったので、いろいろと苦情等もあったと思いますけれども、非常に

業者の方々には朝早くから除雪をしていただいて感謝しておるところでございます。 

 雪が多かったのでなかなか除雪も時間がかかって、そのために苦情が出たということではあるん

ですけれども、一部には路線の見直しをという要望の声等も上がっています。 

 現在、町有除雪車としては６台で業者を含めて全部で１５台で作業していただいておるわけなん

ですけれども、今回、道路除雪事業での予算を組むに当たって、先ほど松山議員のほうからもご説

明ありましたけれども、路線の見直し等もちょっと視野に入れた形での予算編成をされたのかどう

か、この辺をちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 具体的な路線見直しにつきましては、１１月に策定見込みとして

おります。その間いろいろな、今議会でもいろいろなご意見いただきまして、反映できるものは反

映したり、改善していきたいと思っておりますので、見直しについては今からであります。 

 この予算計上につきましては、例年、通常の年の委託料として、平均である約７００万円を計上

させていただきましたので、そのあたりの見直しを込みにしたような予算組みではございません。

計画自体はこれから策定ということで。 

 あと１点変わりますのが、本庄宇治から蒲入までの旧道が４月ぐらいには引き渡しがされる見込

みというふうに直近で聞いておりますので、そこが、これからは本庄宇治の交差点から長延までが

伊根町で区間が増えるということで、これらにも対応して、当然路線計画の見直しはしていきたい

と考えております。 

 また、一般質問のほうで藤原議員のほうからもありますので、余り重複する箇所は避けたいと思

います。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書１２３ページの商工費の観光関連施設管理運営費の中で１５節の工

事請負費で１５万円計上されています。ご説明で町内の不要看板撤去費というふうにお聞きしてい

るんですけれども、こちらのほうは、どれが不要看板なのかというのをある程度把握しておられて、

そこに撤去していただくとすれば、撤去してくださいよという事前通告等をして、ある程度予告を

しておいて、それであと何件ぐらいでこれぐらいの規模になるかという積算根拠をされたのかとい

うところと、次のページの１２５ページの景観形成事業の中の１６番の補助金の中に景観整備支援

事業補助金というのも５０万円ついておるんですけれども、これと、今言った工事請負費の違いを

ちょっと教えていただきたいんですけれども。用途の違いを。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） まず、１２３ページのほうの観光関連施設管理運営費で工事請負

費１５万があります。これは公、伊根町のほうが設置をしたものを処分する経費というふうなこと

でございます。 

 また、景観形成事業のほうで、１２５ページの景観形成事業の中の補助金で５０万円あります。

こちらのほうについては、民間企業様等が廃止、改修するための伊根町からの補助金という内容で

ございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ありませんか。７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） １０５ページの住宅改修助成事業ですが、商工会から議員の一般質問でも

延期を求めたものですが、３年間延期していただけるということをお聞きいたしました。 

 今年度１，０００万円の予算がついていますが、伊根町戸数９００軒程度あると思うんですが、

何軒ぐらい利用されているのか教えていただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） ２９年度の現時点での利用者戸数でございますが、３１６世帯が

ご使用になっております。約３分の１の利用率という状況でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これで午前中の部を終了したいと思います。午後は１３時から再開したいと思いますので、ひと

つよろしくお願いいたします。休憩いたします。 

休憩 １１時５４分 

再開 １２時５９分 

○議長（泉 敏夫君） それでは再開いたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 最初に、９款消防費から１４款予備費を対象としての質疑を行います。８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 消防施設等管理費ということで、１３７ページなんですけれども、第２分

団第３部の消防車庫を移設、新築されるということで、移設されるところの土地を購入して、そこ

に建てるのかというのと、あと２階を設けてそこを消防団員の方が会議したり、今あるようなそう

いう整備をされると思うんですけれども、テレビについては多分２階の詰め所にもテレビがいると

思うんです。それについて、今、光になっておるんで結構な金額がかかると思うんですけれども、

その部分に関してもこの予算に含まれておるんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま第２分団第３部の車庫についてのご質問をいただきました。 

 現在想定しております用地につきましては、現在蒲入地区の集会所が建っております付近に町有

地がございまして、そこのところで用地は確保したいというふうに考えております。購入費は今回

は計上してございません。 

 それと、場所が蒲入集会所の隣ということでして、現在例えば年末警戒でありますとか、そうい

ったときに車だけ入れておきます車庫と団員さんが詰められる場合は集会所をお借りしてやってお

られるという、こういうような状況から、一応今のところの計画では車庫機能に多少の装備品類を

収納できるような収納をつけたものを想定しております。テレビ等について、ちょっと今のところ

は検討はしておりません。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） 関連なんですが、１，２３０万円、車庫だけにしてはえらい高いような気

がいたします、感覚的にですが。木造で建てられるのか、頑丈な鉄骨にされるのか、少し値段が違

うような気がするんですが、どうなんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 工事請負費の１，２３０万円の内訳でございます。私、恐らく説明の

ときに等というような言い方ではっきりと申し上げておりませんでしたんでなんですけれども、今

のところ積算内訳としましては、１，０８０万円が車庫の建築用の経費でございます。残りにつき

ましては、現在本庄上地区にあります消火栓を２基改築を計画しておりまして、この合算したもの

が１，２３０万円になってございます。建物の規模なんですけれども、今のところいわゆる建坪が

１２坪程度、おおむね４０㎡の面積で、鉄筋コンクリート造で検討しております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございますか。４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） １４７ページ、学校運営管理費等々に関してなんですけれども、この運営

管理費の中で草刈り作業、ここが５３万４，０００円、それから１５１ページがもう少し安いんで

すかね。それぞれ草刈りのお金が違うと思うんですけれども、これ面積等々で割ってらっしゃるの

か、何を根拠にされているのか教えてください。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 草刈り業務につきましては、シルバー人材センターのほうに委託をい

たしております。面積によってシルバーのほうから見積もりをいただいたというところで積算をし

ております。 

○議長（泉 敏夫君） ４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） ちなみに㎡幾らですか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） ㎡ではなく、労務単価というような形で、１時間１，０５０円という

ような、そのような単価でそれに労務の人数を掛けまして、そのあと諸経費等々がございます。 
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○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 同じ１４０ページの学校管理運営費のところで、小学校の普通教室への空

調設備設置とトイレの洋式化に取り組み、学習環境、生活環境の改善を図るという事業があるわけ

ですが、空調設備について尋ねたいんですが、これは夏場だけを利用する冷房器具なのか、冬場も

利用する冷暖房器具をされるのか、ちょっとお聞きしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 冷暖房関係を予定しております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） そしたら、冬場はストーブは使用しない。そのままその冷暖房器具を使用

するということでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 併用を考えておりまして、中学校の場合もペレットストーブというの

も使って、併用で暖房には当たっておりますので、小学校につきましてもそのようなことを考えて

おります。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） 今の上辻議員との関連質問なんですが、本庄小学校、伊根小学校に空調機

器を取りつけるということで、かなりの電気の容量が必要になると思われます。そこで私ちょっと

あれなんですが、現在３月１５日を期限に伊根小学校の高圧設備の改修工事の見積もりが届いてお

ります。施工が３月３０日中に施工しなさいというようなことが書いてあります。きっとこれ夏休

みにやる空調工事だと思うんですが、あと四、五カ月の間でもしかしたら今回高圧受電設備を取り

かえても、再度取りかえなあかんようなことが起きるんではないかというように思うんですが、そ

の辺はどうでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 今回のキュービクル関係、高圧の関係の取りかえですけれども、２小

学校のほうで停電等が発生をいたしまして、その関係で今回機器の更新をしたいというふうに考え

ております。今、議員おっしゃられましたように３０年度に工事を、エアコンを取りつけるという

ようなところで、高圧の取りかえが必要になるかもわかりませんけれども、現状が停電等が起こっ

て支障が起こるというふうなところから、二重になるかもわかりませんけれども、現状の状況を確

保したいというようなところから、今回取りかえの工事の発注をお願いしたものでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） お金のことを言うのはあれなんですが、定価ベースで１００万円を超える

ぐらいの工事になるんではないかなと私は思うんですが、例えば、この予算に上がってくるという

ことは、空調のほうの基本の設計ができていると思うんですが、せめて、今回の取りかえに変圧器

の余力を持ってやるようなことを考えてはどうかなと思うんですが、その辺はどうでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 今回計上させていただいております予算につきましては、基本設計等

についてはまだできておりません。今年度設計費のほうも予算計上をさせていただいております。

今回は、事務局のほうで一応試算をした金額を計上させていただいているというところでございま

す。 

 それから、すみません、高圧の機器の関係ですけれども、現状を踏まえまして、設計委託、基本

設計を作成していく中で設計業者のほうにはその旨をお伝えして、十分な高圧施設、電気の余力が

できるような、そのように考えております。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 学校の就学援助費のことについてご質問させていただきます。 

 １５１ページの小学校のところと、中学校費の就学援助費のほうがそれぞれ５万１，０００円と

４万円ということで上がっておるんですけれども、就学援助そのものは準要保護者に対する援助で

ございまして、平成１７年より各市町村が単独実施というような要綱の流れで来ていると思います。

対象品目も我がまちでは無償としている部分は除いてさまざまあるんですけれども、毎回この積算
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根拠のときは、大体就学援助される方が何人ぐらいいらっしゃるかというような予測に基づいて、

それに対して何費を補助というような形で積算根拠をなされているのかというところをちょっとお

伺いしたいんですが。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 就学援助を行います、まず支給明細ですけれども、科目ですけれども、

予算計上いたしておりますのはＰＴＡ会費、新入学用品、それからクラブ活動費、この３点でござ

います。単価につきましては、国が定めております金額を参考にしております。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 今、ご説明いただいたＰＴＡ会費とか新入学用品であるとかクラブ活動費

というのは、国が定めておるというよりか、かかっている満額ではなくて、幾らなのかちょっとわ

からないですけれども、今おっしゃった３品目には国としてこの金額で補助しないさいということ

で定められたとおりの金額という認識でよろしいですか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 新入学用品につきましては、国の定めた基準を使っておりますけれど

も、ＰＴＡ会費につきましては、各学校で支払われておりますＰＴＡ会費分の予算を計上しており

ます。それから、クラブ活動費につきましても国が定めた基準を使用しております。 

 ただし、実費というふうなことで、それを満額支払うんではなくて、クラブ活動費ですと、例え

ばテニスのラケットを購入します、その領収書をいただきます、それが仮に１万円といたしますと

その１万円を支払うというふうなことで満額支給というふうなことにはなっておりません。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １４５ページ、給食費等無償化事業の修学旅行補助金なんですけれど、昨

年度予算に比べ６０万円程度減額となっております。児童生徒数が減ってのことなのか、そのあた

りを説明願います。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 就学援助費の修学旅行費の件ですけれども、議員おっしゃられました

ように生徒数の減少でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 泊数の変更とかではなく、ただ単に児童生徒数の変更ということでよろし

かったでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 修学旅行の泊数につきましては変更なく、小学校ですと２泊３日、中

学校ですと３泊４日、それを継続していくことでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） かねてより議会のほうで言うておりました国会見学も今年から入れていた

だいたようですので、非常に感謝しているところでございます。 

 空調設備の件につきましては、夏休みの間に実施するということで、夏休み明けから児童の皆さ

んが利用できる環境になるという理解でよろしいでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 今年度、予算を計上させていただいております。できましたら夏休み

までに完了して少しでも使用ができればいいかなというふうには思っておりますけれども、そのよ

うな形で取り組みたいとは思っておりますけれども、状況によっては夏休みの工事というふうなこ

とにもなろうかというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ありがとうございます。ぜひ夏休み前でも、７月１日ぐらいから猛暑にな

りますので、ぜひともご検討いただきたいというふうに思います。 

 スクールバス運行費、１４９ページでございますが、こちら予算計上されているのは、従前のま

まということで、乗り合いバスではなく従前の小学校へ行くためだけのバスで運行された予算計上

がされていると思います。これについて、相乗り形式に変わった場合、どのぐらいの予算規模にな
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るかお示しいただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 今回の朝妻号につきましては、伊根バスとの混乗というふうなことで

ありまして、今回計上させていただいております朝妻号に係る分につきましては、この中から朝妻

地区の子供さんの定期、それから回数券等を購入する費用に充当させていただきたいというふうに

考えております。それが大体合わせまして４０万円程度というふうなことになります。当然不用額

が出てまいりますので、その部分については時期を見計らって減額というふうな処理をしたいとい

うふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） かなりの額が下がるんだなというふうに、ちょっとびっくりしているとこ

ろでございます。混乗ということで、コミュニティバスのほうがのろせ海岸を通って新井のほうへ

向かって行くということで説明を受けております。のろせ海岸、冬季の間、今シーズン積雪の関係

で通れなかったケースもあったかと思うんですが、そのあたりはあくまで積雪があろうがなかろう

が関係なく、どんなに雪が降ってもやっぱりのろせ海岸を通るという形なのか、のろせ海岸傾斜地

のほうが崩れたりといった事故もありましたので、その辺をお示しいただきたいのと、あと

１４７ページの草刈り業務、こちらのほうで伊根小学校の雑木伐採というふうに説明もされたと思

います。先ほどの説明のほうではなかったんですけれども、伐採箇所を具体的にお示しいただきた

いなというふうに思います。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 伊根バスののろせ海岸の通行につきましては、伊根町の公共交通会議

の中で伊根バスに混乗というふうなところでお話が決定したように聞いております。それに伴いま

して、交通機関というようなところから除雪については行っていただけるというふうなことを聞い

ておりますので、その除雪については対応はしていただけるのかなというふうに思っておりますけ

れども、ただ、今年みたいにどか雪の場合は、そのあたりどうなるのかちょっと予測はつきません

けれども、通年の運行というふうなことで聞いております。 

 あと伊根小学校の伐採なんですけれども、伊根小学校を正面に見ていただきまして、右手の学校

の教員が車をとめております、そこから体育館まで、右手の山手の部分であります。その部分につ

いての伐採を行いたいというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） どか雪という説明をされましたけれども、どか雪が降った場合には夕方の

帰りの便については帰れないケースもあろうかと思います。保護者の負担にならないような安全な

確保をお願いしたいと思います。 

 伐採の関係でございますが、そちらの場所についてはもう日ごろからよく石が落ちてきて、崩れ

るというところまではいかないんでしょうが、安全面は大丈夫だという説明をいただいております

が、崩れている箇所でございます。今後その場所について、草刈りをすることによってそういった

対処計画をされる予定で伐採されるのか、その辺はいかがでしょう。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 現在ネットが張ってあるわけですけれども、その部分を突き出して樹

木が大きくなってきておりますので、その部分を教育委員のほうでは伐採をして、枝の伸びを抑え

ようというふうなところでありまして、崖からの土砂、石なんかの落石については、また別のこと

を考えておりますので、その伐採をすることによってその傾斜部分の土砂部分も一緒に解消といい

ますか、改修というふうなことは考えておりません。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） １３５ページの常備消防組合負担金なんですが、６，８１２万

７，０００円、ごみのほうの環境組合なんかは人口割ということで、この間も工事費の増額を何と

か安く切り抜けたようなあれがありますが、常備消防の近隣市町等の負担割合はどういうふうにな

っておるのかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 
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○総務課長（鍵 良平君） ルールとして定めたものがございますので、ちょっとお時間をいただ

きまして、すぐに調べてまいります。 

 均等割１０％と人口割が９０％になっております。この人口割のほうは国勢調査人口を基準に定

めております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） １６３ページの社会体育施設管理運営費ということで、今年は旧朝妻小学

校の体育館の屋根を雨漏りがするということで、防水のほうをやり直すというふうに説明があった

と思うんですが、筒川文化センターも以前そういった工事をするに当たって、屋根を設置したよう

に思うんですが、そのようにしなかったのはなぜでしょう。そっちのほうが僕は長持ちするのでは

ないかなというふうに考えられますが、どうでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 旧朝妻小学校の体育館の防水シートの改修なんですけれども、ここに

つきましては、雨漏りは特にしていないというふうなところでございます。台風によりまして防水

シートがめくれ上がりましたので、現在はブルーシートで応急処置をしておりますので、共済金を

使いまして原状復旧をするという、そういう工事内容であります。 

 筒川文化センターの体育館につきましては、雨漏りがひどかったというところで現在のような屋

根をつけたという工事をしましたけれども、朝妻小学校の体育館につきましては、そのような状況

ではございませんので、原状復旧という形で対応したいというふうなところでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） ということは、その部分だけをやりかえるのに７３０万の費用がかかるわ

けですか。全部を張りかえるわけですか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 今回、共済金を使ってでございますので、原状復旧というふうなこと

になります。現在、防水シートがめくれておりますのは、屋根部分の半分がめくれ上がっておりま

すので、その部分を修理するということで、現在予算計上しております７３０万ですけれども、こ

のうち６００万が防水シートの原状復旧工事費の部分の予算でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） １４０、１４１ページの１項教育総務費の事務局費で、定時制高校伊根分

校組合の１４万７，０００円ですが、これは分校組合会が実情休止ということになっておりまして、

折しも高校の再編問題もありますので休止になっておりまして、どういう決算の状況になっておる

のか、１回議員としても見ておくべきかなというふうに思うんですが、そこらは１回、今じゃなく

てもよろしいんで、今会期中にでも議員に見せていただければと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） ２８年度決算でよろしければ、この議会会期中にお示しはさせていた

だきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第３ 議案第１２号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第３、議案第１２号 平成３０年度伊根町国民健康保険特別会計予算

を議題とし、これから質疑を行います。 

 なお、質疑は、慣例により国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出予算を一区切り、伊根町診療

所勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算を一区切り、合計２区切りとして行いますの

で、よろしくお願いします。 

 それでは、初めに国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出予算を対象として質疑を行います。質

疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議



29 

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、伊根診療所勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算を対象として質疑を行いま

す。８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 本庄診療所勘定のほうで、２２７ページ、看護師体制の見直しをされたと

いうことで、看護師を１名増員するというふうに伺ったんですが、伊根より本庄のほうが忙しいで、

そういうのをされたのか、その理由をちょっとお聞かせお願いしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） ２つの診療所で看護師の体制を２９年度から３０年度にかけて変

更させていただきました。伊根診療所では２９年度が正職２名、本庄診療所が正職１名、臨時１名

でした。それが３０年度は伊根診療所で正職２名、臨時１名、本庄診療所は正職２名、トータルで

４名だったのが５名になった、正職１名増えての５名になったということで、どちらかというと伊

根診療所側での臨時が増員になったというような予算になっております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 看護師の件で、以前にも議会でも申させていただきましたけれども、看護

師さんの年齢層が伊根町の場合高い状態であって、今後ちょっと懸念していた経過もあります。今

回１人新しく入られて平均年齢的にはどのぐらいまで下がるのかなというふうに思っていまして、

その辺もしおわかりであればお示しいただきたいなと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） 結果、広く公募はさせていただいたんですが、臨時職員で来てい

ただいていた方の応募だったような格好でして、平均年齢が下がるような採用には至っていないで

す。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第４ 議案第１３号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第４、議案第１３号 平成３０年度伊根町簡易水道特別会計予算を議

題とし、これから質疑を行います。質疑はございませんか。７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） ２４５ページの工事請負費２，５００万円の内訳をちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） ２，５００万円の工事請負費の内訳ということでございます。今、

地域整備課にあります簡易水道の遠隔監視システムの更新の工事請負費１件でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第５ 議案第１４号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第５、議案第１４号 平成３０年度伊根町下水道事業特別会計予算を

議題とし、これから質疑を行います。質疑はございませんか。質疑がないようでありますが、これ

で質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第６ 議案第１５号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第６、議案第１５号 平成３０年度伊根町財産区特別会計予算を議題

とし、これから質疑を行います。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第７ 議案第１６号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第７、議案第１６号 平成３０年度伊根町介護保険特別会計予算を議

題とし、これから質疑を行います。質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質

疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第８ 議案第１７号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第８、議案第１７号 平成３０年度伊根町訪問看護事業特別会計予算

を議題とし、これから質疑を行います。４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） 職員に関することを伺いたいんですが、この予算の中で何名の方がこの訪

問看護に携わっていらっしゃるのか。それで町民さんからの満足度といいますか、そういった調査

もなされているかどうかというのを。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） まず、職員体制です。看護師が３名、理学療法士が２９年度は週

３日だったものを３０年度は週４日とさせていただいています。あとは、レセプト等がありますの

で、事務職員が０．５といいますか週２．５日の勤務で職員体制は以上のようです。 

 満足度と言われますと、アンケートをとっての満足度ということはしておりませんが、介護認定

を受けられた方の利用ですとか、リハビリ的なことを受けられる方であったり、病院等から自宅の

ほうへ帰って来られた方によって、訪問の日数も週１回の方から週５回の方とさまざまであります

が、特段家族の方からの苦情としては聞いておりません。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質問はございませんか。質疑がないようでありますが、これで質

疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第９ 議案第１８号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第９、議案第１８号 平成３０年度伊根町後期高齢者医療特別会計予

算を議題とし、これから質疑を行います。質疑はございませんか。質疑がないようでありますが、

これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、平成３０年度伊根町一般会計予算及び７特別会計予算の全ての質疑が終わりました。全

てを通じて何か質疑がありましたらこれを受けることにします。４番、松山義宗君。 

○４番（松山義宗君） １３１ページの除雪についてちょっと伺いたいんですが、この予算の中に、

除雪会議というのが雪の前にあるかと思うんですけれども、その予算も入っていますかということ

と、それに出席されるメンバーが何名なのかというところまでちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 
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○地域整備課長（白須 剛君） 議員のご質問ですけれども、まず除雪会議には予算は執行は一切

ありません。除雪会議といいますのは、国府道の京都府が主催する除雪会議と伊根町が町道の関係

で開催する除雪会議とあります。伊根町の場合の除雪会議につきましては、各オペレーター先の会

社、それから伊根町の担当課、そして副町長、理事者ですね、また学校等もお願いがあるというこ

とで学校関係者というメンバーで開催をしております。 

 京都府につきましては、各関係市町、それから警察、電力会社、電話会社、それから丹海さんと

か交通関係、そういうところが一堂に会して行うものと、また午前の部と後半の部と分かれていま

して、片方では業者宛てということで京都府のほうで２回の開催がございます。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 先ほどの１１１ページの有害鳥獣対策ということで、ちょっと聞き漏らし

たんですけれども、新井崎の猿の檻が台風等で壊れておるというふうにちょっと聞いたものですが、

あれは新しいものを建設する予定とかはないんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 新井崎の檻につきましては、積雪によりまして倒壊して撤去とい

うことで処理しております。これにつきましては、会計検査も受検済みで、やむなしということで

了承いただきました。それにかわるものとして、泊に少し小型の大型捕獲檻を設置したのがそれの

代替としての新たに設置した檻ということで、現在伊根町が管理しておりますのは、本庄上と泊の

２カ所ということになっております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 新井崎区のほうからは、また設置をしてほしいような要望はなかったんで

すか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 新井崎に設置しておりました個体数調整の対象の群れが宮津Ａ群

でございます。午前中にも申し上げましたように、ほぼあと二、三頭の捕獲で目標達成ということ

ですので、普通の捕獲檻で猟友会さんが設置するようなもので獲れるだろうということで、そこは

もう新たに設置しないということで、ご了解もいただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） ３９ページの庁舎管理費なんですが、１１番の修繕費で２０万円の年間の

修繕費が見てあるんですが、この庁舎も十四、五年たちますか、かなり外部とかの板とかを塗り直

さなくてはならないような状態になっているんではないかと思います。以前、一般質問でも言いま

したが、庁舎の一番顔である玄関の車寄せ、錆びもよう目立ちますし、壊れているような気がいた

しますが、それを直すような予定はないんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 増井会計管理者。 

○会計管理者（増井和彦君） 佐戸議員の質問に対してお答えをいたします。 

 この２０万につきましては、３０年度につきまして、２９年のときも発生をしたんですが、エア

コンの使用時期前に非常に故障が多いということから、エアコンの緊急対応としての修繕料を上げ

ております。今、佐戸議員から申されました事項につきましては、また今後検討させていただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １６７ページの給与費明細書の総括表の件でちょっとお伺いしておきたい

と思います。時間外勤務手当のほうが今年度５１１万増えたということで、これについては選挙費

に係るものがほとんどであるというような説明を受けたかと思います。現在伊根町では確か出勤簿

とか超過勤務命令簿、こういったものを紙ベースでされておると思うんですが、近隣でいうと福知

山市のほうが３０年度から勤務管理システムを導入されます。また、与謝野町ではタイムカードな

んかも既に導入されておりますけれども、伊根町について、そういったものを入れることによって

職員１人当たり月０．５時間の時間外勤務が減少した事例なんかもございます。また、リアルタイ

ムで把握できることから、マネジメント力の向上につながるほか、職員の健康管理もしやすくなる

と思うんですが、これについて検討されているところがありましたらお聞かせ願えますか。 
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○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま時間外勤務手当の管理方法についてのご質問をいただきまし

た。議員もご承知のとおり、勤怠管理システムを導入しておりまして、時間外勤務につきましては、

システム管理で事前の登録、事前決裁、勤務終了後の事後に実際の勤務時間を入力するというとこ

ろで管理をしております。また、同じくご質問の中で指摘のありました出勤簿につきましては紙で

現在管理しております。何年か前にタイムカードにつきましては導入の必要性について事務レベル

で少し検討をしたことがございますんですが、たしかに近隣で導入されておられるところがあると

いうこともございまして、それについては一定程度有効性が見られるというところもあるようでご

ざいます。また一方で、これはモラルの問題といいますか、押してからまた仕事を続けるというよ

うな事例も発生しかねんというところもあるように聞かせていただいております。そのあたりのと

ころはさらにまた厳重に管理をしていかなければならないというところもございますところから、

一定内部で検討はしたんですけれども、導入には至っていないという状況でございます。現在のと

ころ、それらの導入を新たにというところはまだ考えられておりません。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） すみません、１点ちょっと聞き漏らしたのでお願いしたいんですけれども、

予算書１３１ページの町道管理事業のところなんですけれども、１３節の業務委託としてご説明で

は５年に１回のトンネル点検というふうにお聞きしております。このトンネル点検というのは、町

内にあるトンネル２つ分なのか１つ分なのかというのが１点と、１５節の工事請負額の中に、ご説

明の中で橋の長寿命化工事というのがございましたけれども、こちらも筒川の朴丸とか野村地区の

災害復旧の橋梁なのか、それとも町内にある何件かの橋梁の長寿命化が含まれているのかというと

ころをお聞きしたいんですけれども。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 道路維持管理の業務委託と工事請負費の内訳の関係です。 

 まず、業務委託のトンネル点検につきましては、津母のトンネルでございます。伊根町管理の町

道のトンネルはあれ１件だけでございます。５年に１回の道路法により点検の義務づけがあること

から、５年目の１回をまず行うというものでございます。 

 それから、あと橋梁長寿命化工事でございますが、前回の全協の説明でも申し上げましたように、

国の予算のつき具合によって改修箇所が変わってきますので、その予算のつき具合を見て実施する

箇所を検討したいと思っておりますので、今どこということは決定はしておりません。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 散  会 

○議長（泉 敏夫君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 なお、１６日の本会議については休会としたいと思います。 

 最終日、３月２３日午前９時３０分から開催しますので、冒頭一般質問からよろしくお願いいた

します。 

 本日はどうもご苦労さまでございました。 

散会 １３時５１分 
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